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Q　 町長は 40 年先、50 年先の将来を見据えた持
続可能なまちづくりに取り組んでいる。少子
高齢化に伴い、社会保障費も年々上昇傾向に
ある中、財政をどのように維持していくのか。

A　 町に約 30 億円の地方交付税が入っており、国
に依存しているというのは避けられない。新
たな施設の整備が必要になってきた場合、国
や県、民間活力と連携した取り組みを進めた
い。常に、基金を減らさない、起債を増やさ
ないように町の財政を維持しているので、今
後も継続していく。

Q　 おかがき子育て応援パッケージの中に、子ど
も医療費の自己負担額の見直し、中学生の給
食費の半額補助、保育料軽減率の拡大、新た
な認可保育所の施設整備などが追加される。
子育て施策に力を入れた理由は何か。

A　 アンケートなどを通して、町民の要望が多かっ
たものを中心に協議し、財政支出が可能な範
囲で子育て支援策を考えた。

持続可能なまちづくり 子育て支援施策の拡充

子ども医療費の自己負担額が500円に
� １億 5740万円

中学生の給食費が半額へ
� 2520万円

保育所建設を支援
� ２億620万円

保育料の負担軽減へ
� 1280万円

10 月から子ども医療費の自己負担額が、
500円になります（１医療機関あたり）。

※ �18歳とは、18歳になって最
初の年度末までのことです。

４月から保護者の負担額が、おおむね半額
になります。
中学生は、部活動や塾などの経済的負担が増え
るため、町は中学生の給食費を半額補助します。

待機児童解消のため、民間事業者が定員
100人の保育所を建設し
ます。令和７年度開設予
定。町が建設費の一部を
支援します。

0歳から２歳児の保育料を軽減するため、
国基準額からの軽減率を
現行の 11% から 20%
程度まで拡大します。
※申請不要です。

新メンバーで臨む初めての予算審議
住民目線 で厳しくチェック
①議会が注目する町長の施政方針

②おかがき子育て応援パッケージの拡充へ
� ～令和６年度に拡充される中で主なものを紹介～

びわすけ

びわりん

おかがき子育て応援
パッケージは右の QR
コードから

びわすけ

びわりん

びわすけ

びわりん

びわすけ

びわりん

びわすけ

びわりん

対象 通院 入院
未就学児 無料 無料

小学生～18歳 1200円→500円 無料 ※�小学生は物価高騰による
給食費の上昇分を町が補
助しています。

予算の審議は議員 
全員で行っているよ
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Q　 申請は区長が行い、自治区に対して支給・交付
されるものなのか。

A　 ネット支給・設置補助金ともに、該当するごみス
テーションの代表者で
あれば、だれでも申請で
き、支給・交付される。（区
長による申請、自治区へ
の支給・交付も可能）

Q　 寄附金の予算額が令和５年度と変わらない理
由は何か。

A　 令和５年度の実績が令和４年度と比較して変
わらないという見込みになったため、予算額
を変えなかった。

Q　 寄附金を伸ばしたいという思いはあるのか。

A　 寄附額を確保していきたいと考えている。寄
附を多く集め
る自治体を参
考にするなど
して寄附額を
伸ばせるよう
に努めたい。

Q　 リモコン式草刈機はどこでも使用できるのか。

A　 ため池の斜面などで利用できる。

Q　町はどこかに委託するのか。

A　 シルバー人材センターに委託し、シルバー人
材センターが運搬・草刈りをする。

Q　個人で草刈りをする場合も貸出はできるのか。

A　 貸出できるのは農業組合や関係団体などになる。
オペレーターの研修を受講することが前提となる。

ごみステーション等の補助金
� 320万円

ふるさと応援寄附金（ふるさと納税）
� ５億円

リモコン式草刈機等の購入
� 470万円

10月からごみステーション用ネットの支給
や、集積容器等の設置費用２分の１（上限
４万円）を補助します。事前申請が必要です。

農業従事者の草刈作業の負担を軽減するた
め、リモコン式草刈機とハンドル操作式草
刈機を購入します。

過去最大規模の122億 9300万円
� ～令和５年度と比較して４億9200万円増額～

リモコン式草刈機（イメージ）

ごみステーション（イメージ）

なぜ最大の額に？

主な要因として、岡垣サンリーアイ、情報プラザの改修
や道路などの大規模な工事が集中。子育て支援の拡充と
あわせて、医療や介護、子どもや障がい者支援など、社
会保障費が年々増加傾向にあります。

Check

町の財政状況は？

貯金である基金は残高の維持を図り、借金である町債の
残高は減少する見込みのため、健全な財政運営と言えま
す。しかし今後は、少子高齢化に伴う社会保障費の増加や、
学校施設整備なども控えているため、将来を見据えた長
期的な視点で、財政健全化に取り組む必要があります。

Check

令和６年度
一般会計予算

一般会計予算の推移

（億円）
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Ｑ 町はどこかに委託するのか。 
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Ａ もっと伸ばしたいが、自治体が寄付を募るのに使う経費（広

告費や送料）を寄附額の５割以下とする基準が厳格化され 

たため、今後も調査研究をして伸ばせる 

ように努めたい。 

 

ふるさと応援寄附金（ふるさと納税） 

５億円 

 

リモコン式草刈機等の購入 

４７０万円 
農業従事者の草刈作業の負担を軽減するため、リ

モコン式草刈機とハンドル操作式草刈機を購入し

ます。 

 

ごみステーション購入の補助金 

１２０万円 

 

 

１０月からごみステーション設置費用の２分の１

（上限４万円）を補助します。ただし、事前申請が
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て、医療や介護、子どもや障がい者支援など、社会保障費

が年々増加傾向にあります。 

 

 Check なぜ最大の額に？ 

 
貯金である基金は残高の維持を図り、借金である町債の残高は減少する見
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町の財政状況は？ 

リモコン式草刈機（イメージ） 

ごみステーション（イメージ） 
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Q　 広報おかがきの配布を 10 月から町が行う予定
であるが、どこに委託するのか。

A　 シルバー人材センターと民間事業者でエリア
分けして、両方に委託したいと考えている。

Q　 町としては何日くらいで配布を終わらせよう
と考えているのか。

A　 現在、区長にお願いして２日から１週間かけ
て各家庭に届いている。そのため、１週間か
ら 10 日くらいで配布をお願いしたいと考えて
いる。

Q　 令和５年度の特定健診受診率は、令和４年度
と比較してどのような状況にあるのか。

A　 令和４年度は、41.7% で県内自治体 14 番目で
あった。令和５年度は２月末で 38.8% のため、
40% を超えるのではないかと見込んでいる。

Q　 自治区によって活動内容が違うので、活動が
活発でない自治区は交付金が貯まっていくの
ではないか。

A　 各区の予算に占める交付金の割合が平均 15%
のため、区の活動で交付金が余るということ
はないと考える。区の取り組みを衰退させな
いという趣旨でそのまま交付金として支援す
る。

Q　 各区の次の担い手をつくるために、後継者育
成や子ども会に交付金を使えるように要綱を
作成して町から
説明してはどう
か。

A　 この交付金の使
い方は自治区に
任せる。

Q　 水源開発が新たに予算計上されているがどこ
を開発するのか。

A　 ある程度の所は考えているが、正確には決まっ
ていない。

　　 今後調査を進めていく中で、決まればお知ら
せする。

広報おかがきポスティングへ

国民健康保険
特定健診の受診率向上へ

自治区活動支援交付金
� 2140万円

新たな水源開発に向けて

10月から広報おかがきの配布委託先が変わ
る予定です。 町が自治区に委託していた事務を一部減ら

し、自治区にはこれまでの事務委託料と同
程度の額を交付します。

令和６年度
特別会計・公営企業会計予算

特別会計
国民健康保険 32億 7700万円
後期高齢者医療 6億 9520万円

公営企業会計
水道 6億 2460万円
下水道 8億 9950万円

病院で血液検査や尿検査、人
間ドックを受診したら役場
に結果を出してね。健診率が
あがるよ！

4定例会　概要



Q　 電子証明書とはどのよう
なものか。

A　 電子証明書は、符号と
いう暗号を発行して渡
すものである。その符号
を持って行政機関へ行け
ば、行政機関はその符号
を使用して、戸籍や除籍
の情報を得ることができ
るというものである。

Q　 今までどおりの戸籍や除
籍の証明書は発行できる
のか。

A　 希望すれば、今までどお
りの戸籍や除籍の証明書
を発行する。

令和３年１月５日に「福岡県ワンヘルス推進基本条例」が公布、施行され、ワンヘルス実践の基本方針
を具現化するため、令和４年３月に「福岡県ワンヘルス推進行動計画」が策定されました。
これを受けて、岡垣町議会では令和６年３月22日に議員発議を行い、「ワンヘルスの推進に関する決議」
を全員賛成で可決しました。これを受けて、岡垣町は同日「岡垣町ワンヘルス推進宣言」を行いました。

議会が岡垣町に求めた内容
①「福岡県ワンヘルス推進基本条例」の基本方針を具現化する�
　「福岡県行動計画」に連携協力をすること。
②�町民へのワンヘルスの周知に努め、理解の促進を図り、その
実践活動に対し、必要な支援を行うこと。

手数料条例を改正（令和７年３月頃から開始）

ワンヘルスの推進に関する決議を全員賛成で採択

条例・発議 ３月議会では条例改正なども審議しました。町に対して議員発議も行いました。

反 

対

�

平
山　

正
法　

議
員

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
そ
の

も
の
は
利
用
し
な
い
が
、

戸
籍
法
の
改
正
で
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
を

さ
ら
に
広
げ
る
こ
と
は

問
題
で
あ
る
。

な
い
。賛 

成

�

細
山
田　

修　

議
員

　

関
係
自
治
体
間
で
、

識
別
符
号
に
基
づ
き
事

務
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理
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
利
用
者
の
事

務
手
続
き
上
の
利
便
性

や
安
全
性
は
向
上
す
る
。

都市化による森林開発など地球の生態系に影響を及ぼす行為が繰り返され、
気候変動の一因になって生態系の劣化が進みました。その結果、人と野生動
物の生存領域が変化し、近接したため野生動物が持っていた病原体がさまざ
まなプロセスを経て人にも感染するようになりました。ワンヘルスは、人間
の命をパンデミックから守るためにも、動物の感染症対策や自然環境を守る
ことも重要だと国際的に認識されるようになってきました。

解 説

ワ ン ヘ ル ス の 決
議全文は右記 QR
コードから

改正戸籍法が令和６年３月１日に施行されたことにより、岡垣町では手数料条例の改正が行われ
ました。発行電子証明書提供用識別符号を行政機関に提出することで、戸籍や除籍の電子証明書
（電子的な戸籍記録事項の証明情報）の提供ができるようになります。

法務省より引用
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町
政
に
は
是
々
非
々
の
立
場
で

判
断
し
、
一
般
会
計
予
算
に
は
反

対
し
て
き
た
。
賛
成
す
る
理
由
は
、

一
般
質
問
で
求
め
て
き
た
政
策
が

予
算
に
反
映
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

一
般
質
問
で
は
、
子
ど
も
医
療

費
や
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
求

め
、
無
償
化
が
難
し
け
れ
ば
、
対

案
を
示
し
て
負
担
軽
減
を
求
め
て

き
た
。

　

予
算
に
、
子
ど
も
医
療
費
の
負

担
軽
減
、
中
学
生
の
学
校
給
食
費

半
額
補
助
が
計
上
さ
れ
た
こ
と
は
、

住
民
要
求
の
前
進
で
あ
る
た
め
、

評
価
す
る
。
し
か
し
、
本
来
は
国

が
責
任
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
。

　

い
こ
い
の
里
の
お
風
呂
の
入
浴

時
間
が
短
縮
さ
れ
、
利
用
者
か
ら

批
判
が
出
て
い
る
た
め
、
入
浴
時

間
の
改
善
を
求
め
て
賛
成
す
る
。

　

対
前
年
比
４
億
９
２
０
０
万
円
増

の
過
去
最
大
の
予
算
で
あ
る
。
特
色

あ
る
予
算
と
し
て
、
サ
ン
リ
ー
ア
イ

に
隣
接
し
た
駐
車
場
敷
地
に
温
水

プ
ー
ル
の
公
募
に
よ
る
民
間
事
業
者

の
誘
致
に
向
け
た
予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
温
水
プ
ー
ル
は
、
町

民
の
永
年
の
要
望
が
強
か
っ
た
が
運

営
経
費
な
ど
の
後
年
度
の
財
政
負

担
か
ら
見
送
ら
れ
て
き
た
。
町
長
の

積
極
的
な
誘
致
へ
向
け
た
取
り
組
み

が
功
を
奏
し
た
も
の
で
あ
る
。
更
に

本
施
設
の
誘
致
は
小
中
学
校
の
プ
ー

ル
授
業
な
ど
の
複
合
的
な
活
用
が
期

待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
大
き
く
評
価
す

る
。

　

な
お
、
推
進
に
あ
た
っ
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は
長
期

的
な
展
望
の
も
と
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
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Ｉ
方
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な
ど
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検
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さ
れ
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重
な
取

り
組
み
を
求
め
賛
成
す
る
。

　

民
生
費
の
前
年
比
約
４
億
円
増

な
ど
の
影
響
で
過
去
最
大
の
予
算

規
模
で
は
あ
る
が
、
基
金
残
高
の

維
持
と
町
債
残
高
の
減
少
見
込
み

で
あ
る
こ
と
で
、
町
の
財
政
に
関

す
る
健
全
化
が
伺
い
と
れ
る
。
そ

の
中
で
も
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
す
取
り
組
み
と
し
て
、

中
学
生
の
給
食
費
半
額
補
助
や
子

ど
も
医
療
費
の
自
己
負
担
額
の
見

直
し
、
保
育
料
の
負
担
軽
減
な
ど

で
お
か
が
き
子
育
て
応
援
パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
さ
ら
な
る
充
実
や
、
自

治
区
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
の
町

の
広
報
紙
の
直
接
配
布
、
ま
た
自

治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
よ
る
住
民
生

活
の
利
便
性
向
上
な
ど
、
町
民
に

寄
り
添
っ
た
施
策
は
評
価
で
き
賛

成
す
る
。

　

令
和
６
年
度
予
算
に
子
育
て
支

援
施
策
と
し
て
児
童
発
達
支
援
事

業
の
増
額
が
あ
る
。
早
期
発
見
・

早
期
療
育
は
発
達
障
が
い
を
持
っ

て
生
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
成
長

は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者
の
不
安
を

少
し
で
も
和
ら
げ
る
こ
と
に
も
つ

な
が
る
。
中
学
生
の
給
食
費
半
額

補
助
や
子
ど
も
医
療
費
負
担
額
の

見
直
し
な
ど
多
方
面
で
の
子
育
て

支
援
は
子
育
て
し
や
す
い
町
に
な

る
の
で
は
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
10
月
に
ツ
ー
ル
ド
九
州

２
０
２
４
の
開
催
、
観
光
協
会
を

中
心
と
し
た
活
動
、
岡
垣
町
の
観

光
に
関
す
る
情
報
発
信
に
一
層
力

を
入
れ
る
こ
と
な
ど
、
行
っ
て
み
た

い
町
へ
の
取
り
組
み
で
、
さ
ら
な
る

町
の
発
展
に
期
待
し
賛
成
す
る
。

平ひ
ら

山や
ま

　
正ま

さ

法の
り

　
議
員

広ひ
ろ

渡わ
た
り

　
輝て

る

男お

　
議
員

川か
わ

地ち

　
啓け

い

輔す
け

　
議
員

谷た
に

口ぐ
ち

　
貴た

か

之ゆ
き

　
議
員

住
民
要
求
が
前
進
し
た
た
め

温
水
プ
ー
ル
の
誘
致
へ

住
民
生
活
の
利
便
性
向
上
を

子
育
て
し
や
す
い
町
・

行
っ
て
み
た
い
町
へ
期
待

令和６年度一般会計予算　122億9300万円
７人の議員が思いを述べた
（詳細はYouTubeへ　40分10秒あたりから視聴を）

全員賛成
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反 

対

賛 

成

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
本
格
的
な
人

口
減
少
を
迎
え
る
中
、
自
然
と
の
共

存
を
基
軸
と
し
て
、
40
年
先
50
年
先

を
見
据
え
た
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
物
価
高
騰
な
ど
情
勢
の

変
化
に
対
応
し
て
町
民
に
寄
り

添
っ
た
政
策
を
し
て
い
る
。

　

基
金
残
高
を
減
ら
さ
ず
地
方
債

残
高
を
増
や
さ
な
い
と
い
う
目
標

を
実
行
、
維
持
し
て
い
る
こ
と
な

ど
を
高
く
評
価
し
、
賛
成
す
る
。

　

自
治
区
役
員
の
意
見
・
要
望
を
取

り
入
れ
、
広
報
配
布
を
町
が
行
う

こ
と
や
、
事
務
委
託
料
を
減
額
せ

ず
に
自
治
区
活
動
支
援
金
を
交
付

す
る
。
今
後
は
、
自
治
区
の
負
担

軽
減
を
行
い
、
自
治
区
本
来
の
活

動
を
続
け
て
ほ
し
い
と
い
う
姿
勢

が
伝
わ
っ
た
。

　

子
育
て
世
代
の
意
見
と
し
て
、

保
育
料
軽
減
や
子
ど
も
医
療
費
の

自
己
負
担
額
の
見
直
し
、
中
学
生

の
給
食
費
を
半
額
に
す
る
こ
と
は
、

所
得
に
関
係
な
く
平
等
な
た
め
、

評
価
す
る
。

　

医
療
費
や
給
食
費
の
無
償
化
な

ど
は
、
自
治
体
間
の
格
差
が
あ
る

た
め
、
格
差
を
な
く
す
よ
う
町
か

ら
も
国
に
意
見
を
挙
げ
る
よ
う
要

望
す
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
町
民
の
意

見
を
吸
い
上
げ
て
い
る
施
策
に
期

待
し
て
賛
成
す
る
。

　

令
和
６
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か

ら
平
常
へ
の
切
り
替
え
が
進
む
年

で
あ
り
、
こ
れ
に
対
応
し
て
町
長

は
予
算
編
成
を
行
っ
た
。
こ
の
予

算
は
、
第
６
次
総
合
計
画
に
掲
げ

る
、
目
指
す
町
の
将
来
像
「
自
然

と
共
生
す
る　

し
あ
わ
せ
実
感
都

市　

岡
垣
」の
実
現
に
向
け
て
様
々

な
事
業
を
積
極
的
に
行
う
た
め
の

も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
最
た
る
政
策
は
、
子
育
て

支
援
策
で
あ
る
。
子
ど
も
医
療
費

の
自
己
負
担
の
見
直
し
、
中
学
生

の
給
食
費
の
半
額
補
助
、
保
育
料

軽
減
の
拡
充
な
ど
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
沿
っ
た
子
育
て
応
援
パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
拡
充
は
、
町
内
は
も
と

よ
り
近
隣
市
町
村
か
ら
も
子
育
て

し
や
す
い
岡
垣
町
と
し
て
評
価
を

得
ら
れ
る
と
思
い
賛
成
す
る
。

　

国
民
健
康
保
険
は
都
道
府
県
と

市
町
村
が
共
同
で
運
営
し
て
い
る
。

国
保
の
加
入
者
構
成
は
、
自
営
業

者
や
年
金
生
活
者
な
ど
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
被
保
険
者
数
の
減
少
や

医
療
費
増
が
続
き
、
国
保
税
の
値

上
げ
が
全
国
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
町
は
県
が
決
め
た
納
付
金

を
全
額
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
も
国
保
税
の
値
上
げ
に
つ
な

が
る
た
め
、
国
保
制
度
に
問
題
が

あ
る
と
指
摘
し
て
反
対
す
る
。

　

県
単
位
の
運
営
に
移
行
し
て
、

令
和
元
年
度
以
降
は
税
率
を
据
え

置
い
た
ま
ま
、
安
定
的
な
国
保
財

政
運
営
に
努
め
て
い
る
。

　

昨
年
11
月
、
岡
垣
町
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
か
ら
答
申
が
あ
り
、

国
保
財
政
の
見
込
み
や
社
会
情
勢
を

考
慮
し
、
遅
く
と
も
令
和
７
年
度
か
ら

税
率
改
正
す
る
こ
と
が
適
当
と
記
さ
れ

て
い
る
。
被
保
険
者
の
税
負
担
が
急
激

に
増
加
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
段
階

的
な
税
率
改
正
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　

国
保
財
政
は
、
町
に
と
っ
て
苦
慮

す
る
課
題
が
多
い
が
、
今
後
も
国
や

県
に
適
切
な
財
政
措
置
を
要
望
す
る

こ
と
に
努
め
、
岡
垣
町
の
国
民
健
康

保
険
が
長
期
に
安
定
し
て
運
営
で
き

る
よ
う
求
め
て
賛
成
す
る
。

神か
ん

崎ざ
き

　
宣の

り

昭あ
き

　
議
員

三み

隈く
ま

千ち

恵え

子こ

　
議
員

太お
お

田た

　
強つ

よ
し

　
議
員

平ひ
ら

山や
ま

　
正ま

さ

法の
り

　
議
員

横よ
こ
や
ま山

　
貴た

か
こ子

　
議
員

三み

　す
み角

　
善よ

し

　ひ
こ彦

　
議
員

将
来
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を

子
育
て
支
援
を
評
価

子
育
て
し
や
す
い
町
を
評
価

値
上
げ
に
つ
な
が
る
制
度
が
問
題

長
期
に
安
定
し
た
運
営
を

令和６年度

国民健康保険事業
特別会計予算

賛否が分かれた議案の中から紹介

詳細は YouTube へ
開始すぐから視聴を
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議
案
等
号
数

内　　　容

＊文言は一部、議案の正式名称ではなく分かりやすく表記しています

採
決
日

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

結果

三
角
　
善
彦

細
山
田
　
修

安
里
　
雅
恵

三
隈
千
恵
子

廣
渡
　
裕
次

川
地
　
啓
輔

谷
口
　
貴
之

横
山
　
貴
子

平
山
　
正
法

神
崎
　
宣
昭

太
田
　
　
強

広
渡
　
輝
男

議案１ 岡垣町の一般職の職員の給与を引き上げる条例改正です 1/25 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案２ 岡垣町の単純な労務に雇用される職員の給与を引き上げる

条例改正です 1/25 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案３ 岡垣町の任期付職員の給与を引き上げる条例改正です 1/25 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案４ 令和５年度　岡垣町一般会計補正予算（第７号） 1/25 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案５ 令和５年度　岡垣町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 1/25 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案６ 令和５年度　岡垣町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 1/25 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案７ 令和５年度　岡垣町水道事業会計補正予算（第２号） 1/25 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案８ 令和５年度　岡垣町下水道事業会計補正予算（第２号） 1/25 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案９ 障害の表記を障がいに改めるための条例改正です 3/22 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案10
岡垣町行政手続における特定の個人を識別するための番号
の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個
人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例

3/22 賛成多数
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

議案11 岡垣町議会議員の期末手当を0.05月引き上げる条例改正です 3/22 賛成多数
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

議案12 岡垣町町長・副町長・教育長の期末手当を0.05月引き上げる条例改正です 3/22 賛成多数
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

議案13 岡垣町会計年度任用職員に勤勉手当を支給できるようにする等の条例改正です 3/22 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案14 岡垣町職員が災害応急作業に従事した場合に特殊勤務手当を支給する条例改正です 3/5 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案15 戸籍電子証明書提供用識別符号等を発行する際の手数料を定めるための条例改正です 3/22 賛成多数
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

議案16 子ども医療費、ひとり親家庭等の医療費の自己負担額を500円にするなどの条例改正です 3/22 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案17
認定こども園、幼稚園、保育所の運営規程の概要等を施設
への掲示に加えてホームページでの掲載も義務付けるなど
の条例改正です

3/22 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案18 障害の表記を障がいに改め、国との連携を図る規定を追加するなどの条例改正です 3/22 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案19 岡垣町漁港管理条例の一部を改正する条例 3/22 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案20 水道行政が厚生労働省から国土交通省に移管されたための条例改正です 3/22 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案21 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について 3/22 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案22
福岡県と整合性を図るため、床面積の合計が１万平方メー
トルを超える商業施設等の大規模集客施設の建築を制限す
るための条例です

3/22 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案23 令和５年度　岡垣町一般会計補正予算（第８号） 3/5 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案24 令和５年度　岡垣町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 3/5 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案25 令和５年度　岡垣町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 3/5 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案26 令和５年度　岡垣町水道事業会計補正予算（第３号） 3/5 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案27 令和５年度　岡垣町下水道事業会計補正予算（第３号） 3/5 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案28 令和６年度　岡垣町一般会計予算 3/22 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案29 令和６年度　岡垣町国民健康保険事業特別会計予算 3/22 賛成多数

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

議案30 令和６年度　岡垣町後期高齢者医療特別会計予算 3/22 賛成多数
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

議案31 令和６年度　岡垣町水道事業会計予算 3/22 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案32 令和６年度　岡垣町下水道事業会計予算 3/22 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案33 農業用ため池として利用がなくなったため池の使用権などを廃止します 3/22 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案34 吉木西、手野の道路を新たに町道認定します 3/22 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
発議１ 岡垣町議会議員の請負の状況の公表に関する条例 3/22 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
発議２ ワンヘルスの推進に関する決議 3/22 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
これらの議案のほか、１月25日の臨時会では１件の報告を受けました（吉木小学校外壁等改修工事）
※議長は地方自治法の規定により議決には加わりません

議決の状況について
議員の賛成○・反対●・除斥  除・退席  退・欠席  欠
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　 

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

録画データを視聴
できます

ページ 議員氏名 内　　容

９ 広渡　輝男
　１．自然と共生するしなやかなまちづくりについて
　２．次世代につなぐ農業基盤の充実について
　３．観光産業の振興支援策について

10 平山　正法
　１．スイミング施設について
◇２．国民健康保険について
◇３．帯状疱疹ワクチンについて

10 安里　雅恵 　１．子ども・子育て支援について

11 三角　善彦 　１．地震が発生した時の備えについて
◇２．岡垣町ブランド戦略について

11 細山田　修 　１．もしもの岡垣町の大規模災害への備えについて

◇はこの議会だよりに掲載できなかった質問です◇はこの議会だよりに掲載できなかった質問です

広
渡

地
下
水
は
町
の
豊
か
な
自
然
が
生
み

出
し
た
も
の
で
あ
り
、
先
人
が
自
然
と
と
も

に
守
り
育
て
て
き
た
町
民
の
財
産
で
あ
り
、

限
り
あ
る
資
源
で
す
。
今
後
も
水
を
守
り
、

次
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
岡
垣
町
の
特
性
を

踏
ま
え
た
地
下
水
源
の
保
全
と
涵
養
に
つ
い

て
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長

地
下
水
の
大
量
採
取
に
よ
る
地
下
水

の
枯
渇
、
水
位
の
低
下
、
地
盤
沈
下
な
ど
の

重
大
支
障
を
防
止
し
、
住
民
が
豊
か
で
良
質

な
地
下
水
の
恵
み
を
将
来
に
わ
た
っ
て
享
受

で
き
る
よ
う
「
地
下
水
の
保
全
に
関
す
る
条

例
」
を
制
定
し
、
地
下
水
の
保
全
と
合
わ
せ

て
上
水
道
の
水
源
の
水
質
保
全
や
涵
養
機
能

の
保
全
を
踏
ま
え
、
関
係
法
令
を
遵
守
し
て

い
き
ま
す
。

広
渡

次
世
代
に
つ
な
ぐ
農
業
基
盤
の
充
実

へ
向
け
た
岡
垣
町
独
自
の
農
業
振
興
策
に
つ

い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長

町
独
自
の
農
業
者
に
対
す
る
支
援
に

つ
い
て
は
、
１
つ
目
は
農
作
業
受
託
者
へ
の

支
援
、
２
つ
目
は
小
規
模
農
家
な
ど
を
含
む

農
業
用
機
械
の
新
規
導
入
・
更
新
に
対
す
る

支
援
、
３
つ
目
は
農
地
な
ど
の
維
持
管
理
な

ど
の
支
援
へ
向
け
て
令
和
７
年
度
の
実
施
に

向
け
措
置
を
講
じ
て
い
く
予
定
で
す
。

広
渡

観
光
産
業
の
振
興
支
援
へ
向
け
た
高

付
加
価
値
化
事
業
後
の
町
独
自
の
取
り
組
み

と
し
て
、
観
光
事
業
者
に
対
す
る
補
助
金
な

ど
に
よ
る
支
援
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長

観
光
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
町
が
単

独
で
補
助
金
な
ど
に
よ
り
支
援
す
る
こ
と

は
、
公
益
性
の
観
点
や
財
政
面
か
ら
難
し
い

と
考
え
ま
す
。
ま
ず
は
国
・
県
の
補
助
制
度

と
連
動
し
た
形
で
の
町
か
ら
の
支
援
に
つ
い

て
検
討
し
ま
す
。

議員町長
自
然
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

環
境
の
保
全
に
努
め
て
い
く

広
ひろわたり

渡　輝
てる

男
お

 議員
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びわすけ

びわりん

早くプールができたらいいな

プレイルームのある相談窓口

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

平
山

昨
年
12
月
定
例
会
で
、
ス
イ
ミ
ン
グ

施
設
の
公
募
に
よ
る
誘
致
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
町
民
の
方
々
か

ら
プ
ー
ル
を
設
置
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が

出
て
い
た
た
め
、
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
し
か

し
、
実
際
の
運
営
は
民
間
企
業
が
行
い
ま

す
。
ス
イ
ミ
ン
グ
施
設
の
誘
致
や
活
用
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
か
。

町
長

誘
致
に
向
け
た
課
題
と
し
て
、
サ
ン

リ
ー
ア
イ
の
駐
車
台
数
の
減
少
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
に
対
し
て
は
、
役
場
敷
地
内
と
隣

接
地
を
新
た
に
駐
車
場
と
し
て
整
備
し
、
駐

車
台
数
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
泳
授
業
に
お
い
て
民
間
ス
イ
ミ
ン

グ
施
設
を
活
用
す
る
こ
と
に
伴
う
児
童
生
徒

の
移
動
時
の
安
全
確
保
な
ど
の
課
題
が
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
教
育
委
員
会
や
事
業
者
と
連

携
し
適
切
に
対
応
し
ま
す
。

平
山

ス
イ
ミ
ン
グ
施
設
が
設
置
さ
れ
れ

ば
、
教
員
と
ス
イ
ミ
ン
グ
コ
ー
チ
が
連
携
し

て
水
泳
授
業
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
児
童
生
徒
の
泳
力
向
上
に
繋
が

り
、
教
員
に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
の
部
分
が
出

て
く
る
か
と
思
い
ま
す
。
小
中
学
校
の
水
泳

安
里

児
童
福
祉
法
改
正
に
伴
い
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
設
置
が
町
の
努
力
義
務
と
な
り

ま
し
た
。
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を

お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長

個
々
の
家
庭
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
く

み
取
り
、
そ
の
内
容
に
沿
っ
た
支
援
プ
ラ
ン

を
設
定
し
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
い
で

い
く
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
中
心
的
な
役

割
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

安
里

子
育
て
中
の
困
り
事
を
抱
え
て
い
る

世
帯
の
声
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
支
援
さ
れ

て
い
く
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長

母
子
手
帳
交
付
時
に
、
保
健
師
が
ア

ン
ケ
ー
ト
や
面
談
を
通
じ
て
、
不
安
に
感
じ

て
い
る
こ
と
な
ど
を
し
っ
か
り
と
聞
き
取

り
、
解
消
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
来
年
度
か
ら
は
、
い
こ
い
の

里
で
実
施
し
て
い
る
子
育
て
相
談
を
、
開
催

回
数
を
増
や
し
て
こ
ど
も
未
来
館
で
実
施
し

ま
す
。
こ
の
相
談
に
は
、
こ
ど
も
未
来
館
の

保
育
士
が
同
席
し
、
顔
見
知
り
に
な
っ
て
も

ら
い
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
環
境
を
つ
く
り

ま
す
。

安
里

子
育
て
世
代
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
仕
組
み
が

授
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
か
。

教
育
長

水
泳
授
業
の
指
導
形
態
は
、
学
習

指
導
要
領
に
基
づ
き
、
教
員
が
指
導
計
画
や

評
価
を
行
う
こ
と
と
し
、
技
術
的
指
導
部
分

を
民
間
指
導
者
と
連
携
し
て
実
施
す
る
予
定

で
す
。

　

今
後
、
事
業
者
の
決
定
を
受
け
、
学
校
、

事
業
者
と
協
議
調
整
し
な
が
ら
、
水
泳
授
業

の
基
本
で
あ
る
児
童
生
徒
の
身
体
能
力
の
向

上
、
心
身
の
健
や
か
な
成
長
や
健
康
維
持
に

向
け
て
、
民
間
ス
イ
ミ
ン
グ
施
設
で
の
水
泳

授
業
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

あ
っ
た
ら
参
加
し
た
い
と
い
う
声
を
聞
き
ま

す
。
子
育
て
家
庭
へ
の
具
体
的
な
支
援
策
に

つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長

必
要
と
す
る
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス

は
、
家
庭
の
状
況
に
よ
り
異
な
る
た
め
、
現

状
を
考
慮
し
て
、
最
適
な
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

案
内
し
て
い
き
ま
す
。
子
育
て
に
お
い
て
何

か
困
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
き
に
、
気
軽
に
こ

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に
相
談
で
き
る
よ
う
、

周
知
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

議員

議員

町長

町長

ス
イ
ミ
ン
グ
施
設
の
活
用
は

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
や
事
業
者
と
連
携
し
対
応

充
実
に
努
め
て
い
く

安
あ

里
さと

　雅
まさ

恵
え

 議員

平
ひら

山
やま

　正
まさ

法
のり

 議員
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地震への備えが求められる

総合防災マップの活用を

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

三
角

災
害
発
生
時
、
避
難
す
る
と
き
に
、

支
援
が
必
要
で
あ
る
避
難
行
動
要
支
援
者
へ

の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

町
長

自
治
区
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
な

ど
、
地
域
の
避
難
支
援
等
関
係
者
と
連
携

し
、
災
害
時
に
円
滑
で
迅
速
な
避
難
が
で
き

る
体
制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

三
角

水
道
施
設
の
耐
震
化
は
実
施
さ
れ
、

問
題
な
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
水
道
管

の
耐
震
化
率
は
24
％
程
度
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
大
規
模
な
災
害
で
水
道
管
が
破
損
し
た

場
合
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
ま
す
か
。

町
長

大
規
模
災
害
発
生
時
は
、
日
本
水
道

協
会
を
通
じ
て
、
全
国
的
な
支
援
を
受
け
な

が
ら
早
期
復
旧
に
努
め
ま
す
。
被
災
が
岡
垣

町
に
限
定
さ
れ
る
場
合
は
、
北
九
州
市
・
中

間
市
と
の
災
害
時
の
応
援
協
定
に
よ
り
水
道

管
復
旧
等
の
支
援
を
受
け
ま
す
。

三
角

他
の
地
域
の
地
震
な
ど
を
確
認
し
た

と
き
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
意
識
を
日

頃
か
ら
持
つ
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
町

長
が
直
接
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
で
、
町
民

の
防
災
意
識
が
醸
成
さ
れ
る
と
思
い
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長

防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
に
は
、
自

細
山
田

地
域
強
靭
化
計
画
は
、
災
害
時
に

起
き
て
は
な
ら
な
い
最
悪
の
事
態
を
回
避
す

る
た
め
、
迅
速
に
復
興
が
で
き
る
よ
う
に
計

画
し
て
い
ま
す
。
住
宅
・
建
築
物
の
耐
震
化

に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長

耐
震
診
断
で
地
震
に
よ
る
倒
壊
の
お

そ
れ
が
あ
る
と
評
価
さ
れ
た
住
宅
は
、
平
成

26
年
か
ら
耐
震
適
合
工
事
費
の
２
分
の
１
、

上
限
90
万
円
を
補
助
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

に
７
件
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
木
造
住

宅
の
耐
震
化
率
は
、
全
国
平
均
87
％
で
す

が
、
本
町
で
は
64
％
で
す
。

細
山
田

総
合
防
災
マ
ッ
プ
や
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
活
用
を
図
り
、
平
常
時
よ

り
、
避
難
所
運
営
訓
練
な
ど
を
行
う
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
避
難
所
運
営
訓
練
の

実
施
状
況
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

町
長

校
区
単
位
で
の
避
難
所
運
営
訓
練

は
、
一
部
の
校
区
で
の
実
施
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
地
域
主
体
の
防
災
訓
練

の
手
引
き
を
活
用
し
、
各
校
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
対
し
、
避
難
所
運
営
訓
練
の
実
施
に

向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
２
月
17
日

に
は
、
山
田
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
、
段

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
や
簡
易
ト
イ
レ
の
組
立
て
な

ら
の
住
む
場
所
の
災
害
リ
ス
ク
を
把
握
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
本
年
２
月
に
更

新
し
た
総
合
防
災
マ
ッ
プ
の
活
用
に
つ
い
て

周
知
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
災
害
情
報
の
発

信
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
も
私
が
直
接
警

戒
を
呼
び
掛
け
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
お

り
、
今
後
も
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

ど
の
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

細
山
田

災
害
時
に
必
要
な
建
設
型
応
急
仮

設
住
宅
を
迅
速
か
つ
適
切
に
整
備
で
き
る
よ

う
、
建
設
候
補
地
の
選
定
に
努
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
実
際
の
候
補
地
は
決
ま
っ
て

い
ま
す
か
。

町
長

本
町
で
は
、
最
大
約
２
５
０
戸
が
建

設
で
き
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
候
補
地
を
あ

ら
か
じ
め
選
定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
建
設

場
所
に
つ
い
て
は
、
被
災
の
状
況
に
応
じ
て

決
定
し
ま
す
。

議員

議員

町長

町長

地
震
へ
の
備
え
は

大
規
模
災
害
へ
の
備
え
は

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
対
策
に
取
り
組
む

国
や
県
の
動
向
を
踏
ま
え

必
要
な
見
直
し
を
図
る

三
み

角
すみ

　善
よし

彦
ひこ

 議員

細
ほそ

山
やま

田
だ

　修
おさむ

 議員

11 町政を問う　一般質問



頑張ってます！委員会活動　－行政視察報告－

総
務
産
業
常
任
委
員
会

岡
垣
町
に
合
っ
た

�

ま
ち
づ
く
り
を
前
進

［
視
察
先
：
千
葉
県
木き

更さ
ら

津づ

市
］

　
防
衛
省
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
の

�

活
用
に
つ
い
て

　

平
成
９
年
の
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
開
通

で
、
そ
の
入
口
に
あ
た
る
金
田
地
区
の

に
ぎ
わ
い
を
駅
周
辺
や
そ
の
他
の
地
区

に
誘
導
す
る
目
的
の
木
更
津
飛
行
場
周

辺
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
。
そ
れ
ぞ
れ

特
色
の
あ
る
目
的
地
と
し
て
の
機
能
を

持
た
せ
、
回
遊
性
を
向
上
さ
せ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
災
害
対
応
や
自
衛
隊
員

と
の
交
流
等
を
絡
ま
せ
て
支
援
事
業
を

受
け
て
い
ま
し
た
。

［
視
察
先
：
茨
城
県
常じ
ょ
う

総そ
う

市
］

　
防
災
・
再
生
・
Ａ
Ｉ
活
用
の

�

取
り
組
み
に
つ
い
て

　

９
年
前
の
鬼
怒
川
氾
濫
の
水
害
に
よ

り
、
広
域
避
難
の
協
定
締
結
や
市
民
が

参
加
す
る
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作

成
し
、
市
全
体
で
自
主
防
災
組
織
が
確

立
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
文
化
的

価
値
を
付
加
し
た
水
海
道
駅
周
辺
の
再

生
や
、
市
民
が
Ａ
Ｉ
に
関
わ
る
10
年
構

想
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

さ
ら
な
る
議
会
の

�

活
性
化
を
目
指
し
て

［
視
察
先　

兵
庫
県
小お

野の

市
］

　
議
会
改
革
に
つ
い
て

　

議
会
改
革
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
、

昔
か
ら
引
き
継
い
だ
１
５
８
項
目
に
及

ぶ
慣
例
や
申
し
合
わ
せ
事
項
を
議
員
間

で
共
有
し
、
活
動
し
て
い
る
た
め
議
会

基
本
条
例
を
制
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ

の
委
員
会
で
の
ま
と
め
に
至
る
ま
で
の

経
緯
を
、
詳
し
く
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
委
員
会
開
催
や
災

害
時
に
お
け
る
議
員
の
活
動
基
準
も
定

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
元
兵
庫
県
議
に
よ
る
政
務
活

動
費
の
不
正
受
給
や
書
類
の
改
ざ
ん
な

ど
が
問
題
に
な
っ
た
の
を
契
機
に
、
政

務
活
動
費
廃
止
条
例
（
議
員
提
案
）
を

全
会
一
致
で
可
決
し
、
平
成
29
年
に
廃

止
し
ま
し
た
。

　

本
町
も
同
様
に
、
政
務
活
動
費
を
廃

止
し
て
い
ま
す
。

［
視
察
先　

兵
庫
県
加か

西さ
い

市
］

　
議
会
改
革
に
つ
い
て

　

議
会
改
革
の
取
り
組
み
の
中
で
最
も

［
視
察
先
：
茨
城
県
坂ば
ん

東ど
う

市
］

　
防
災
の
取
り
組
み
・

�

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
事
業
に
つ
い
て

　

40
ヵ
所
の
避
難
所
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

可
視
化
で
き
る
シ
ス
テ
ム「
Ｖ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」

を
導
入
し
、
そ
の
マ
ッ
プ
も
混
雑
具
合
な

ど
の
色
分
け
が
さ
れ
て
分
か
り
や
す
か
っ

た
で
す
。
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
１
時
間

お
き
の
運
行
で
１
乗
車
３
０
０
円
。
課
題

点
を
改
善
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

今
回
の
視
察
を
踏
ま
え
て
、
駅
前
の

再
開
発
や
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
事
業
、

防
災
へ
の
取
り
組
み
な
ど
岡
垣
町
も
課

題
と
し
て
い
る
点
を
改
善
し
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
他
市
町
村
と
比
較
し

な
が
ら
、
岡
垣
町
に
合
っ
た
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
前
進
さ
せ
ま
す
。

�

委
員
長　

川
地　

啓
輔

力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
議
会
報
告
で

す
。
議
会
報
告
の
開
催
に
関
す
る
実
施

要
項
を
制
定
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
実
施
内
容
を
議
会
報
告
書
に

ま
と
め
、
執
行
部
へ
の
提
出
や
、
議
会

定
例
会
で
一
般
質
問
を
行
う
な
ど
、
課

題
や
要
望
の
共
有
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
に
お
け
る
加
西
市
議
会

業
務
継
続
計
画
を
ま
と
め
て
、
議
員
自
身

の
指
針
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
政
策

提
言
も
し
っ
か
り
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

岡
垣
町
議
会
も
住
民
の
声
が
生
か
せ

る
議
会
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

委
員
長　

太
田　

強

１/16
▼
１/18

２/７
▼
２/８

12委員会活動報告



　これからの議会だよりの編集に生かすために、令和６年５月 31日（金）までの間でアンケー
ト調査を行います。読者の年代や、良かったページなどを調査し、レイアウトの見直しなどを検
討していきたいと思います。右記のQRコードを読み取り、アンケートにご回答ください。
　より良い議会だよりの作成にご協力をお願いします。アンケート結果は、次号以降に掲載する
予定です。

アンケート調査にご協力ください

びわすけ

びわりん

実際の回答フォームです

会議録 議会中継

検索はこちらから

前定例会終了後の本会議・委員会・協議会等についてお知らせします。

日付 委員会等 議題等

1月12日 研修会 県町村議会議員研修会（オンライン）

1月16日�
～ 18日 総務産業 行政視察研修（千葉県木更津市、茨城

県常総市・坂東市）

1月22日 議会運営 第１回臨時会運営

1月26日 第１回臨時会
（１日間） 本会議・総務産業常任委員会・連合審査会

2月7日�
～ 8日 議会運営 行政視察研修（兵庫県加西市・小野市）

2月9日 議会広報（協） 議会住民懇談会について

2月16日 議会運営 第１回定例会運営

3月4日
～ 22日

第１回定例会
（19日間） 本会議・一般質問・委員会・全員協議会

4月3日 議会広報 議会だより編集

4月8日 議会広報 議会だより編集

議 会 の 動 き

スマホで回答できるよ♪

議員と語ろうを開催します
７月４日（木）
午後７時から午後９時
岡垣町中央公民館

次回定例会は
６月５日（水）
開会の予定です

傍聴または議会中継でどうぞ

13 アンケート・議会の動き



熱く思いを語る田和会長

岡垣町には古墳や文化財などがたくさんあるんだよ。一緒に岡垣町の歴史や文化を研究してくれる
仲間を募集しているよ！詳しくは下記まで電話してね。
 連絡先　093-283-1216（事務局長 / 平野）

Ｑ　 忘れられないエピソードは何ですか。
Ａ　 佐賀県の吉野ヶ里遺跡に行った際、現地の専門学芸

員がガイドしてくれました。下調べをして行ったので
すが、学芸員の解説が勉強になったことと、そこで
食べた地産の焼き芋がとても美味しかったことです。

Ｑ　 住民の皆さんに、何か一言ありますか。
Ａ　 若い人に、歴史に興味を持ってほしいです。また、

会員を募集しています。小中高生に働きかけ、町内
の歴史散策等の街歩きを実施したいので、現場の先
生方にも参加してほしいです。

Ｑ　 町や議会への要望はありますか。
Ａ　 サンリーアイに設置される岡垣歴史ギャラリーを利

用して、町の歴史に触れてください。

Ｑ　 令和７年に 50 周年を迎えますが、これまで長く活
動をされてこられた秘訣は何ですか。

Ａ　 「岡垣にこんな歴史があったんだ」と、細く長くコ
ツコツと取り組んできただけです。

Ｑ　 広報おかがきに 39 年間連載している「新岡垣風土
記」が、令和６年４月号（第 463 回）をもって終
了するとお聞きしました。今、どんな思いですか。

Ａ　 新しいものを吸収しようと、主に３人で執筆をして
きました。高齢になり、個人の負担が重く、執筆す
ることが難しくなってきましたので、仕方ないです。

　この企画は、岡垣町で頑張っている皆さんの活
動内容、町や議会への要望などを取材しています。

岡垣歴史文化研究会は昭和 51年４月 25日に発
足し、今年で 49年目を迎えます。昭和 52年に
年報木

ゆ
綿
う
間
ま
を創刊し、現在も発行を続けていま

す。会員は 47名で、岡垣町の歴史や文化につい
ての学習会や、現地視察など行っています。若
い人に岡垣の歴史を知っていただきたく、活動
を頑張っています。

２月例会の１コマ

安楽院（元松原）

発
行

／
岡

垣
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報
常

任
委

員
会

　
〒

8
1

1
–4

2
3

3
 福

岡
県

遠
賀

郡
岡

垣
町

野
間

1
丁

目
1

番
1

号
　

TEL（
0

9
3

）2
8

2
–1

2
1

1
　

FA
X（

0
9

3
）2

8
2

–7
7

3
2

ちちいきのいきのちちからからびわりんびわすけの

14岡垣町イメージキャラクター
びわりん＆びわすけ

岡垣の風土と歴史を後世に伝えたい

団体紹介：第17回　岡垣歴史文化研究会


